
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会 
第２回ラグビーフットボール競技会運営委員会 議事録（概要） 

 
 

１ 日時 

  令和６年(2024年)１月26日（金曜日）14時25分から15時50分 

 

 

２ 場所 

  滋賀県希望が丘文化公園 スポーツ会館多目的室（野洲市北桜978） 

 

 

３ 出欠状況（五十音順、敬称略） 

   出席： 大嶋委員、片山委員長、川上委員（山元代理）、中山委員（梶野代理）西村委員、 

野﨑委員、本田委員、松田副委員長、馬渕委員、八木委員、吉川委員（宮脇代理） 

        

（委員定数11名中11名出席、３名代理出席） 

   事務局：横江事務局室長、他事務局職員６名 

 

 

４ 配付資料 

   別添のとおり 

 

 

５ 会議概要  

  【質疑・意見】 

  （1）＜委員＞ 

      医療救護関係について、当該競技会では滋賀県の選手も怪我をされていた。 

      医療救護対応は重要であると改めて感じた。 

 

  （2）＜委員＞ 

      当該競技会の競技会場は会場地市町の直営もしくは指定管理か、把握していれば教えて 

欲しい。 

     ＜事務局＞ 

      さつま町はコート３面の内１面が県の管理、２面が町の管理、鹿児島市は全て県の管理    

となっている。また、どちらの施設においても、管理を指定管理で対応されている。 

＜委員＞ 

 指定管理業者および契約期間は。 

＜事務局＞ 

 確認し、回答する。 

 

 

報告事項（１）燃ゆる感動かごしま国体ラグビーフットボール競技会実施状況の報告について 

※事務局より説明。 
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 ※確認結果 

  さつま町：指定管理者：（公財）鹿児島県地域振興公社 

       契約期間 

① （県営・運動広場）令和４年４月１日～令和８年３月31日 

② （町営・かぐや姫グラウンド）令和３年４月１日～令和７年３月31日 

  鹿児島市：指定管理者：株式会社セイカスポーツセンター 

       契約期間：平成31年４月１日～令和６年３月31日まで 

       ※令和６年４月１日以降も同企業が指定管理を行うとのこと。 

 

  （3）＜委員＞ 

      会議資料５ページに記載されている白いテント（仮設物）は何か。 

     ＜事務局＞ 

      お成り用のロイヤルボックスである。 

     ＜委員＞ 

      警察としては、仮設対応で問題ないのか。 

     ＜委員＞ 

      警察では仮設、常設等を指定できないため、現時点では何とも言えない。 

     ＜事務局＞ 

      県でロイヤルボックスに関する様々な対応事例も把握しているため、後日、お問い合わ    

せいただきたい。 

   

 

【質疑・意見】 

  なし 

 

 

【質疑・意見】 

  （1）＜委員＞ 

      スポーツゾーン（競技会場となる陸上競技場、球技場が所在するエリア）には、競技 

会で使用される施設の他にも様々な施設があるが、リハーサル大会では、本大会同様に、  

当該ゾーンにある全施設の借上げを行うという認識でいいか。 

また、会議資料16ページの説明で、関係者の宿泊先を手配業者の案内により対応すると 

あったが、同公園内には、『青年の城』という宿泊可能施設がある。 

      当該施設を関係者の宿泊先として利用する可能性はあるか。 

     ＜事務局＞ 

報告事項（２）わた SHIGA 輝く国スポラグビーフットボール競技会開催準備状況および今後の

スケジュールについて 

※事務局より説明。  

審議事項（１）わた SHIGA 輝く国スポ ラグビーフットボール競技会リハーサル大会開催方針

（案）について 

※事務局より説明。 

  →原案どおり承認。 
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      会場利用について、リハーサル大会では、陸上競技場や球技場をはじめ、競技運営上使 

用する施設（屋内テニスコート、野球場など）以外は借上げない。 

なお、施設管理者様との協議では、西駐車場の全面借上げを行う場合は、他の施設が利  

     用できなくなるため、全施設の借上げを行う想定をしていただきたいとされた。 

本大会では西駐車場の全面借上げを想定しているため、全施設の借上げを行う予定だが、   

リハーサル大会では、あらかじめ駐車場の利用台数を計算した上で、必要台数分の範囲を   

借上げるため、全施設の借上げは行わない。 

      青年の城への宿泊については、宿泊手配業者の取扱い施設であれば、宿泊可能施設とし 

て案内する可能性もあるが、今後の調整で当施設が案内の対象となれば、共有させてい  

ただく。 

 

  （2）＜委員＞ 

会議資料15ページの広報啓発について、各市町は担当する競技会の広報啓発を進めて 

     いるが、当競技会の広報啓発について、県が主体となって行うイベント等を予定している 

か。 

 別冊資料10ページ（リハーサル会場設計図（仮））に記載されている売店やおもてなし   

コーナーが記載されている付近に、会場警備員の配置は予定されているか。この場所は会 

場内のメイン道路上にあるが、傷病者が発生した際に、緊急車両が走行する可能性がある 

ため、（道路上の）人の確認や緊急車両の誘導対応等をするために、警備員等の配置が必要 

ではないかと考える。 

 会議資料 17 ページに記載の西ゲートへの右折禁止対応について、当該県道は休日であ 

っても通勤等の通行車両がある。駐車場を分散させるなど、交通誘導や交通渋滞緩和に関

する対応について、再考が必要ではないか。 

＜事務局＞ 

 現状、県主体の広報啓発活動で詳細が決まっているものはないが、滋賀県ラグビーフッ 

トボール協会や県運営競技（５競技）の競技会場でのイベント等で広報啓発活動を展開で 

きるように検討していきたい。 

 警備員の配置や交通渋滞対策については、警察等の関係機関に御助言を賜りながら検討  

していきたい。 

 なお、本大会では、役員駐車場を分散させるなどして、駐車場確保を行うといった想定 

もあるため、引き続き、関係機関と調整しながら検討していきたい。 

  

  （3）＜委員＞ 

      会議資料17ページの医事衛生について、マッチドクターは陸上競技場および球技場に 

１名ずつ配置するのか。 

 また、リハーサル大会の交通誘導警備および会場警備は、警備会社に委託すると思われ 

るが、実施本部の駐車場係は誰が担うのか。 

＜事務局＞ 

 理想は、会場に２名ずつ（陸上競技場２名/日、球技場２名/日）だが、最低でも各会場 

に１名ずつ派遣いただけるように調整している。 

 駐車場係については、県職員が担う予定。 

 

  （4）＜委員＞ 

      別冊資料17ページ以降に記載の緊急対応マニュアル（案）について、滋賀県スポーツ協 
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会の事業「駅伝フェスティバル」を開催した際に、盗撮事案があった。 

 そういった際の対応についても、検討していただきたい。 

＜事務局＞ 

関係機関と調整し、緊急対応マニュアル（案）の内容を精査する。 

 

   (5) ＜委員＞ 

      駐車料金はどうするのか。 

     ＜事務局＞ 

      役員関係は県で負担、参加チームについては検討中である。 

 

 

 

 

  （1）＜委員＞ 

      事業概要説明会の開催場所はどこか。 

     ＜事務局＞ 

      希望が丘文化公園もしくは別会場となるか、検討中である。 

      決まり次第、共有させていただく。 

 

  （2）＜委員＞ 

      本大会時の選手・監督用の弁当はどういった対応をするのか。 

      各市町であれば、市町の特産物等を入れるなどして用意するが、当競技会に関しては、 

そういったことも含めて、県で準備するという認識でいいか。 

＜事務局＞ 

      まだ検討中のため、方針が決まり次第、必要に応じて相談させていただきたい。 

 

  （3）＜委員＞ 

      協賛企業と協力して、弁当を手配するといった内容ではなかったか。 

     ＜事務局＞ 

      協賛企業については、弁当ではなく、会場でのおもてなし関連で御協力いただける可能 

性があるということ。 

 

  （4）＜委員＞ 

      本大会時の学校観戦については、何か検討されているか。 

     ＜事務局＞ 

      弁当対応と同様に、まだ検討中であるため、方針が決まり次第、必要に応じて相談させ 

ていただきたい。 

 

  （5）＜委員＞ 

      希望が丘文化公園の関係者から、国スポを契機に、ラグビーフットボール競技をもっと 

盛り上げていこうといった意見が出ている。 

 ラグビーフットボール競技の普及に関して、県の取り組み予定があれば教えてほしい。 

＜事務局＞ 

 具体的な取り組みとして決定しているものはないが、国スポを契機に、希望が丘文化公 

その他（意見交換） 
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園＝ラグビーフットボール競技となるように、施設管理者様をはじめ、関係機関の皆さま 

と連携しながら進めていきたい。 

＜委員＞ 

 滋賀県は、大きな都市と違い、ラグビーフットボールの競技者が多いわけでもなく、企 

業チームやプロチームがあるわけでもないが、わたSHIGA輝く国スポに向けて選手達は非 

常に努力している。その結果が今回のかごしま国体出場という形になったと思う。 

 当協会では、滋賀県に特にゆかりのある選手達をチームに招聘し、かごしま国体以上の 

成果が出るように努力しているし、リハーサル大会（SHIGA SEVENS FESTIVAL）を毎年恒例 

の協会行事にできればと考えている。 

 国スポ以降も、希望が丘文化公園でこういった催し物を開催できれば、国スポのレガシ 

ーになるのではないかと考えているため、引き続き、皆さまのお力添えをお願いしたい。 

     ＜委員＞ 

  希望が丘文化公園（陸上競技場、球技場）については、芝の張替や照明の設置などの整 

備もされたため、国スポのレガシーとして、滋賀県で開催する大会の決勝戦を当会場で開 

催してほしい。 

＜委員＞ 

 様々な大会等を誘致できるように、努力していきたい。 

 

 

以上 
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